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お
っ
き
く
な
っ
た
ら
…

撮
影
場
所
：
花
輪
ス
キ
ー
場
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
ジ
ャ
ン
プ

　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
地
点
（
花
輪
）

　

７
月
６
日
に
花
輪
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
体

験
・
見
学
会
が
行
わ
れ
、
親
子
で
ジ
ャ
ン
プ
台
の
頂
上
に

上
り
ま
し
た
。
（
関
連
記
事
３
ペ
ー
ジ
）
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k a z u n o  n e w s

　

7
月
5
日
に
文
化
の
杜
交
流

館
コ
モ
ッ
セ
で
、「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
市
民
集
会
」
が
開
か

れ
、
実
施
委
員
会
関
係
者
や
地
域

の
方
々
な
ど
お
よ
そ
５
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
、
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
保

護
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で
す
。

　

今
回
の
集
会
で
は
、
更
生
保
護

制
度
が
施
行
さ
れ
て
70
周
年
を
迎

え
る
こ
と
を
記
念
し
、
罪
を
犯
し

た
子
ど
も
た
ち
の
立
ち
直
り
支
援

を
行
う
女
性
保
護
司
の
活
動
を
描

い
た
作
品
「
君
の
笑
顔
に
会
い
た

く
て
」
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

7
月
5
日
、
太
平
洋
戦
争
末
期

の
レ
イ
テ
島
海
戦
で
戦
死
し
た
田

嶋
三
蔵
さ
ん
が
戦
地
に
持
参
し
た

日
章
旗
が
、
遺
族
に
返
還
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
章
旗
は
、
米
テ
キ

サ
ス
州
在
住
の
ピ
ー
ト
・
ゴ
ー
バ
ー

さ
ん
が
、
元
米
兵
の
父
親
か
ら
譲

り
受
け
た
も
の
で
、
ピ
ー
ト
さ
ん

の
希
望
に
よ
り
返
還
が
実
現
し
ま

し
た
。

　

遺
族
代
表
の
田
島
勇
二
さ
ん
は
、

「
本
人
も
故
郷
に
帰
り
た
い
と
願
っ

て
い
た
と
思
う
。
戦
後
70
年
余
り

が
過
ぎ
た
今
、
こ
う
し
て
日
章
旗

が
私
た
ち
の
も
と
に
返
っ
て
き
た

こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。」
と
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

　

秋
田
県
信
用
組
合
の
創
立
70

周
年
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

本
市
に
寄
附
金
が
贈
呈
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
7
月
2
日
に
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
児
童
書
の
購
入
に
充

て
ら
れ
、
市
内
図
書
館
に
「
け
ん

し
ん
文
庫
」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
林
理
事
長
は
、「
秋
田
の
将
来

に
役
立
つ
人
材
の
育
成
と
教
育
支

援
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。
今
後
も

地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
。」
と
話
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
児
玉
市
長
は
、「
鹿
角
の
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
有
効

に
活
用
し
た
い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

 
　

第
48
回
秋
田
県
消
防
救
助
技
術

大
会
に
お
い
て
、
鹿
角
広
域
消
防

署
代
表
で
出
場
し
た
山
﨑
雄
平
隊

員
が
全
国
大
会
の
出
場
権
を
獲
得

し
、
７
月
３
日
に
児
玉
市
長
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

山
﨑
隊
員
は
、
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ

ジ
渡
過
の
部
に
お
い
て
、
秋
田
県

1
位
の
成
績
を
収
め
、
8
月
25
日

に
岡
山
県
で
開
か
れ
る
全
国
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

　

山
﨑
隊
員
は
日
ご
ろ
の
訓
練
に

つ
い
て
、「
同
世
代
の
ラ
イ
バ
ル
が

お
り
、
技
術
向
上
を
目
的
に
切
磋

琢
磨
し
て
い
る
。」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

7
月
6
日
に
花
輪
ス
キ
ー
場
で
、

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の
体
験
・
見
学

会
が
開
か
れ
、　

多
く
の
親
子
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
鹿
角
ジ
ャ

ン
プ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
競
技
人

口
の
拡
大
を
目
的
に
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
参
加
者
は
、
ス
ロ
ー
プ

カ
ー
で
ジ
ャ
ン
プ
台
頂
上
に
登
っ

た
り
、
団
員
ら
の
デ
モ
ジ
ャ
ン
プ

を
見
学
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ン
プ
台
頂
上
に
登
っ
た
子

ど
も
ら
は
、
雄
大
な
景
色
と
迫
力

満
点
の
ジ
ャ
ン
プ
を
間
近
で
見
て

歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
7
日
に
市
役
所
駐
車
場
で
、

第
71
回
秋
田
県
消
防
協
会
鹿
角

支
部
消
防
訓
練
大
会
が
開
催
さ
れ
、

本
市
と
小
坂
町
の
消
防
団
員
お
よ

そ
９
０
０
人
が
日
ご
ろ
の
訓
練
の

成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
の
士
気
や
地
域
の
防

火
意
識
を
高
め
る
た
め
に
開
催
さ

れ
た
こ
の
大
会
で
は
、
速
さ
や
技

術
の
正
確
さ
が
競
わ
れ
、
選
手
た

ち
は
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
機
敏
な

動
き
で
消
火
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
、
地
区
ご
と
に
競
わ

れ
る
総
合
の
部
で
は
、
市
消
防
団

尾
去
沢
地
区
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。

花
輪
北
小
学
校
児
童
に
よ
る
消
火

訓
練
で
は
、
水
消
火
器
や
小
型
の

放
水
ポ
ン
プ
を
使
っ
て
一
生
懸
命

　

7
月
12
日
か
ら
13
日
に
か
け
て

毛
馬
内
の
月
山
神
社
の
例
大
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

12
日
の
午
前
中
に
は
、
年
に

一
度
、
月
山
神
社
内
の
神
殿
に

通
じ
る
と
い
わ
れ
る
扉
を
開
く

「
御ご

か

い

ひ

開
扉
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
巫
女
姿
に
着
飾
っ
た
地

元
の
小
学
生
4
人
が
「
浦
安
の
舞
」

を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
し
な
や

か
に
舞
う
小
学
生
の
姿
は
、
訪
れ

た
方
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。

取
り
組
む
姿
に
、
ひ
と
き
わ
大
き

な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

7
月
6
日
に
文
化
の
杜
交
流
館

コ
モ
ッ
セ
で
「
鹿
角
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
カ

レ
ッ
ジ
」
の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
カ
レ
ッ
ジ
は
、
人
口
減
少

が
課
題
と
な
る
中
で
、
地
域
で
行

動
を
起
こ
す
こ
と
の
で
き
る
人
材

を
育
成
し
、
地
域
の
活
力
を
維
持

し
よ
う
と
市
が
行
っ
て
い
る
取
り

組
み
で
す
。

　

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

現
在
市
内
で
活
躍
中
の
4
人
が
パ

ネ
ラ
ー
を
務
め
、
自
身
の
活
動
を

紹
介
し
た
ほ
か
、
苦
労
し
た
こ
と

や
地
域
へ
の
思
い
な
ど
を
語
り
ま

し
た
。

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
体

験
・
見
学
会

秋
田
県
信
用
組
合
寄
附

金
贈
呈
式

山
﨑
さ
ん
全
国
大
会
出

場
報
告

鹿
角
の
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
に
点
火

百
歳
長
寿
を
祝
う

藤
村 

み
ち
る
さ
ん

社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
市
民
集
会

日
章
旗
返
還

消
防
協
会
鹿
角
支
部
消

防
訓
練
大
会

月
山
神
社
例
大
祭

　

藤
村
み
ち
る
さ
ん
（
大
正
８

年
青
森
県
生
ま
れ
）
が
７
月
８
日

に
満
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、

児
玉
市
長
が
顕
彰
状
と
祝
い
金
を

贈
り
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

藤
村
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
人
と
お
し
ゃ

べ
り
を
し
た
り
笑
っ
た
り
す
る
こ

と
だ
そ
う
で
す
。

まちの話題



か
づ
の
パ
ワ
ー

始
動

地
域
電
力
小
売
会
社
か
づ
の

パ
ワ
ー
を
設
立

　

令
和
元
年
７
月
17
日
、
市
と
地
元

の
金
融
機
関
・
事
業
者
の
共
同
出
資

に
よ
り
、
電
力
の
地
産
地
消
を
実
現

す
る
電
気
小
売
会
社
「
株
式
会
社
か

づ
の
パ
ワ
ー
」
を
設
立
登
記
し
、
豊

富
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域

活
性
化
に
結
び
付
け
る
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

　

本
市
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
以

下
、
再
エ
ネ
）
に
恵
ま
れ
た
地
域
で

あ
り
、
す
で
に
た
く
さ
ん
の
再
エ
ネ

発
電
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
電
力
の

自
給
率
は
３
３
０
％
（
２
０
１
８
年

３
月
時
点
）
を
超
え
る
、
全
国
で
も

有
数
の
※

永
続
地
帯
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
日
本
全
国

で
再
エ
ネ
を
増
や
し
て
、
電
力
の
自

給
率
を
高
め
よ
う
と
い
う
動
き
が
強

ま
っ
て
い
る
中
、
本
市
で
は
す
で
に

市
内
で
使
う
電
気
の
3
倍
以
上
の
再

エ
ネ
電
気
が
作
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
豊
富
な
再
エ
ネ
を

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、

平
成
23
年
に
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
、
3
つ
の
基
本
目
標

を
定
め
、
実
現
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

か
づ
の
パ
ワ
ー
の
取
り
組
み
は
、

電
力
の
地
産
地
消
に
よ
り
、
電
力
資

金
を
域
内
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
地

域
活
性
化
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

な
り
ま
す
。

※
永
続
地
帯
と
は
、
住
み
続
け
る
た

め
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
糧

を
そ
の
地
域
で
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
る
地
域
の
こ
と

か
づ
の
パ
ワ
ー
が
目
指
す
未
来

　

か
づ
の
パ
ワ
ー
は
、
発
電
事
業
者

か
ら
電
気
を
購
入
し
て
顧
客
に
販
売

す
る
、
電
気
小
売
事
業
を
行
い
ま
す
。

本
市
の
豊
富
な
再
エ
ネ
電
気
を
購
入

し
、
そ
の
電
気
を
地
域
内
に
供
給
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
電
力
の
地
産
地
消

を
図
り
ま
す
。

　

か
づ
の
パ
ワ
ー
が
得
た
利
益
は
、

市
に
寄
附
し
て
市
の
施
策
に
よ
っ
て

地
域
に
還
元
す
る
方
法
や
、
地
域
の

再
エ
ネ
へ
の
投
資
、
ま
た
は
顧
客
へ
の

安
価
な
電
気
料
金
な
ど
で
還
元
し
ま

す
。

　

令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら
電
気

の
供
給
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

最
初
は
市
の
公
共
施
設
の
一
部
を
対

象
と
し
ま
す
。
ノ
ウ
ハ
ウ
と
実
績
を

積
み
重
ね
、
電
力
の
地
産
地
消
の
メ

リ
ッ
ト
を
市
民
に
お
伝
え
し
な
が
ら
、

新
た
な
電
源
の
獲
得
と
と
も
に
規
模

を
拡
大
し
て
い
き
、
最
終
的
に
は
市

内
全
域
に
安
価
で
ク
リ
ー
ン
な
鹿
角

の
電
力
を
供
給
し
て
、
豊
か
な
ま
ち

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

問 

産
業
活
力
課 

商
工
・
新
エ
ネ
班

☎ 

30
‐
０
２
５
０

電
力
の
地
産
地
消
と
は

　

電
力
の
地
産
地
消
は
、
市
民
が
「
ど

の
電
気
小
売
事
業
者
か
ら
電
気
を

買
っ
て
い
る
か
」、
ま
た
、「
そ
の
電

気
料
金
は
ど
こ
に
流
れ
て
い
る
の
か
」

に
視
点
を
置
き
ま
す
。

　

市
外
の
電
気
小
売
事
業
者
か
ら
電

気
を
購
入
す
る
場
合
、
電
気
料
金
は

市
外
に
流
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
市
内
に
電
気
小
売
事
業
者
を

つ
く
り
、
地
域
の
電
気
を
地
域
内
に

供
給
す
る
こ
と
で
、
電
気
料
金
を
流

出
さ
せ
ず
、
市
内
に
留
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
発
電
か

ら
供
給
、
電
気
使
用
ま
で
地
域
内
で

完
結
さ
せ
る
こ
と
が
電
力
の
地
産
地

消
で
あ
り
、
電
気
料
金
を
市
内
に
循

環
さ
せ
る
こ
と
が
、
か
づ
の
パ
ワ
ー
の

取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
の
電
気
料
金
は
年
間

数
十
億
と
い
う
お
金
が
市
外
に
流
出

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
市
内
に
留
め

て
お
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
数
十
億

の
外
貨
を
稼
ぐ
の
と
同
じ
経
済
効
果

に
な
り
ま
す
。
電
力
の
地
産
地
消
は
、

地
域
の
電
源
を
使
う
だ
け
で
な
く
、

電
力
資
金
の
域
内
循
環
を
生
み
出
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

風力

1 カ所
7,650kW

2 カ所
59,500kW

13 カ所
26,005kW

水力

地熱

本市の再生可能エネルギー

電力自給率　330.17％

（全国 31 位、全国の市部 1 位）
※千葉大学倉阪環境研究室
　「永続地帯 2018 年版報告書」より

新エネルギービジョン
３つの基本方針

①多くの市民の目に触れ、体感することで環境意識を高める

　・公共施設への太陽光パネルなどの設置

②共動による新エネルギーの普及の仕組みをつくる

　・子どもたちを中心とした普及啓発講座の実施

　・再エネに取り組む市民団体・企業の登場

③新エネルギーの導入により地域の活性化を図る

　・小水力発電、木質バイオマスなどの導入可能性調査

　・地域電力小売会社を設立し、電力資金の域内循環を図る
かづのパワーの取り組み

電気

鹿角市内地域外の電源

市外本店の

電気小売会社

かづのパワーのモデル

株式会社かづのパワー

（地域電力小売会社）

市に寄附電力市場

市内の既存電源・新規電源

電力自給率 330％超

市の公共施設
（33 施設）

電力供給 電気料金支払い

不足分を調達

購入電力量拡大に

合わせて供給

将来的に
市内全域へ

より直接的な市民への還元

市の施策

・安価な電気料金の原資

・市内再エネへの投資

利益
購入

地産地消

公共・公益施設

一部民間施設

観光宿泊業

商工業

農林業

一般家庭

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
風
力
発
電

７
月
10
日
に
行
わ
れ
た
か
づ
の
パ
ワ
ー

創
立
記
者
会
見

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
体
験

鹿角市内

地域電源

電気

かづの

パワー

電気

料金 料金

電気

電力資金が

域内で循環

かづのパワーは

電気を仕入れ販売する電気小売会社

電源 顧客
かづの

パワー

※送配電については今までどおり送配電事

業者（東北電力）が担うので、停電などの

対応に変更はありません。

電気 電気

料金

電気料金の域内循環

料金 料金
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鹿
角
の
夏
祭
り

歴
史
と
伝
統
が
息
づ
き
、
多
く
の
祭
典
が
開
催
さ
れ
る
８
月
。

鹿
角
は
祭
り
一
色
と
な
り
、
一
年
で
最
も
活
気
あ
ふ
れ
る
季
節
を
迎
え
ま
す
。

勇
壮
な
武
者
絵
の
大
行
進

し
と
や
か
な
幽
玄
の
踊
り

豪
華
絢
爛
「
日
本
一
」
の
祭
ば
や
し

天
ま
で
と
ど
ろ
く
鎮
魂
の
響
き

受
け
継
が
れ
る
江
戸
情
緒

花
輪
ね
ぷ
た

毛
馬
内
の
盆
踊

花
輪
ば
や
し

大
湯
大
太
鼓
ま
つ
り

花
輪
の
町
踊
り

日
に
ち　

8
月
7
日
水
～
8
日
木

場
所　

花
輪
商
店
街
通
り
・
稲
村
橋
な
ど

問 

花
輪
ば
や
し
祭
典
委
員
会

☎ 

22
‐
６
０
８
８

日
に
ち　

8
月
21
日
水
～
23
日
金

場
所　

毛
馬
内
こ
も
せ
通
り

問 

毛
馬
内
盆
踊
り
振
興
会

　

（
コ
ナ
ン
カ
ー
ド
協
同
組
合
内
）

☎ 

30
‐
３
９
３
９

日
に
ち　

8
月
19
日
🈷
～
20
日
火

場
所　

花
輪
商
店
街
通
り
・

　
　
　

Ｊ
Ｒ
鹿
角
花
輪
駅
前
な
ど

問 

花
輪
ば
や
し
祭
典
委
員
会

☎ 

22
‐
６
０
８
８

日
に
ち　

8
月
15
日
木

場
所　

道
の
駅
お
お
ゆ

問 
大
湯
大
太
鼓
保
存
会

☎ 
37
‐
２
１
６
５

日
に
ち　

8
月
下
旬
か
ら

場
所　

花
輪
商
店
街
通
り
な
ど

問 

花
輪
ば
や
し
祭
典
委
員
会

☎ 

22
‐
６
０
８
８

❖日時 8 月 10日 土 10 時 競技開始

11日 日 8 時 30 分 競技開始

❖場所　花輪スキー場ローラースキーコース

❖種目　【第１日目】クラシカル競技　小学女子 3㌔・小学

男子 3㌔・中学女子 5㌔・中学男子 7.5㌔・少年女子 7.5㌔・

成年女子 7.5㌔・少年男子 10㌔・成年男子 10㌔

　【第２日目】フリー競技　小学女子 3㌔・小学男子 3㌔・

中学女子 5㌔・中学男子 7.5㌔・成年女子 7.5㌔・少年女

子 7.5㌔・成年男子 10㌔・少年男子 10㌔

男子の部

女子の部

No. 所属 チーム名

1 茨城県 小森コーポレーション

2 東京都 コモディイイダ

3 埼玉県 八千代工業

4 新潟県 セキノ興産

5 東京都 警視庁

6 秋田県 秋田陸上競技協会

7 福島県 福島陸上競技協会

8 青森県 青森陸上競技協会

9 宮城県 宮城

10 山形県 山形ミートランドクラブ

11 秋田県 大館北秋陸協 A

12 秋田県 大館北秋陸協 B

13 東京都 コニカミノルタ

14 三重県 NTN A

No. 所属 チーム名

15 三重県 NTN B

16 岩手県 岩手自衛隊

17 宮城県 BEERMAN

No. 所属 チーム名

1 宮城県 東北福祉大学 A

2 宮城県 東北福祉大学 B

3 埼玉県 ニトリ

4 宮城県 聖和学園高等学校

5
千葉県

流通経済大学付
属柏高等学校

6 宮城県 石巻専修大学

ス

キ

ー

と

駅

伝

の

ま

ち 
第
72
回
十
和
田
八
幡
平
駅
伝
競
走
全
国
大
会

第
30
回
全
国
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

第
10
回
ジ
ュ
ニ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

鹿
角
の
夏
の
恒
例
行
事
で
あ
り
、

十
八
（
じ
ゅ
っ
ぱ
ち
）
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
い
る
十
和
田
八
幡
平
駅
伝

競
走
全
国
大
会
は
今
年
も
８
月
７
日

水
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

前
大
会
か
ら
新
た
に
女
子
の
部
が

創
設
さ
れ
、
男
子
17
チ
ー
ム
、
女
子

6
チ
ー
ム
が
真
夏
の
鹿
角
を
駆
け
抜

け
ま
す
。
沿
道
か
ら
の
熱
い
声
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問 

十
和
田
八
幡
平
駅
伝
競
走
全
国

大
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

☎
30
‐

０

２

９

７

　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
強

化
を
目
的
と
し
た
今
大
会
も
今
年
で

30
回
を
迎
え
ま
す
。

　

地
元
の
小
・
中
学
生
か
ら
日
本
代

表
選
手
ま
で
が
出
場
し
、
夏
場
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
を
試
し
ま
す
。

　

ま
た
、前
日
の
8
月
9
日
金
に
は
、

全
日
本
の
指
定
選
手
お
よ
び
コ
ー
チ

に
よ
る
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
の
ジ
ュ
ニ

ア
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
費
は
無
料
で
、
一
流
選
手
の
走
り

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
ま
た
と
な
い

機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

問 

全
国
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
選
手
権

大
会
事
務
局
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鹿
角
市

体
育
協
会
内
）　

☎ 

23
‐
５
８
５
０

❖
日
時　

8
月
9
日
金 

13
時
～

❖
場
所　

花
輪
ス
キ
ー
場
ロ
ー
ラ
ー

ス
キ
ー
コ
ー
ス

❖
対
象　

小
学
生
～
高
校
生

❖
講
師　

全
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
指
定
選
手
・
コ
ー
チ

男
子
の
部

全
長　

71
・
６
km
（
8
時
～
）

十
和
田
湖
休
屋
～
中
滝
柳
沢
商
店
～

大
湯
温
泉
総
合
振
興
プ
ラ
ザ
～
秋
田

県
信
用
組
合
花
輪
支
店
～
熊
沢
自
治

会
館
～
八
幡
平
大
沼

女
子
の
部

全
長　

28
・
１
km
（
8
時
30
分
～
）

平
塚
果
樹
園
～
大
湯
温
泉
総
合
振
興

プ
ラ
ザ
～
錦
木
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

～
日
産
サ
テ
ィ
オ
秋
田
鹿
角
支
店
～

秋
田
県
信
用
組
合
花
輪
支
店
～
八
幡

平
駐
在
所
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行政 information

▶日時　8 月 5 日🈷

　　　　9 時 30 分～ 11 時 30 分（受付）

　　　　10 時～ 12 時（診察）

▶場所　大館市中央公民館（大館市字桜町南 45-1）

※認め印、身体障害者手帳（すでにお持ちの方の

み）をご持参ください。

問 福祉総務課 地域福祉班 ☎ 30-0238

現
在耕作していない農地（遊休農地・不作付

地）がある方は、草刈・耕起を行うなど、

適正な農地管理をお願いします。

▶実施期間　8 月 20 日火～ 9 月 30 日🈷

▶対象地　市内すべての農地

▶調査方法　農業委員や農地利用最適化推進委員

が巡回します。

※農地内に立ち入ることやお話をお伺いすること

もありますので、ご理解とご協力をお願いします。

問 農業委員会事務局（農業総合支援センター内）

　 ☎ 30-0283

独
身者を対象に開講している市塾「恋愛指南

塾」の第 2 回目講座を開催します。第１回

より恋愛に特化した内容で、人見知りや口下手と

感じている方でも、楽しく会話できるコツを学び

ます。ぜひ、ご参加ください。

▶日時　8 月 31 日土 18 時から（男性）

　　　　　　　　　　 19 時から（女性）

▶場所　花輪市民センター 研修室（コモッセ内）

▶講師　かさい みずえ氏

▶申込方法　電話またはメールでお申し込みくだ

さい。

▶申込締切　8 月 26 日🈷

第１回コミュニケーション講座参加者の声

　

問 政策企画課 政策推進班 ☎ 30-0205

　 E-mail seisaku@city.kazuno.lg.jp

働
き方改革に関する質問に専門家がお答えし

ます。事業主に限らず、だれでもお気軽に

ご相談ください。

▶日時　毎月第 2 木曜日（８月８日木～）

　　　　10 時～ 15 時

▶場所　まちなかオフィス 相談室

▶相談例

・有給休暇年 5 日取得の義務化について

・残業時間を減らす方法

・人手不足への対応策

・セクハラ、パワハラなど

▶申し込み　FAX で秋田働き方改革推進支援セ

ンターまで事前にお申し込みください。当日の申

し込みも可能ですが、お待ちいただく場合があり

ます。

問 産業活力課 商工・新エネ班 ☎ 30-0250

　 秋田働き方改革推進支援センター

　 ☎ 0120-695-783

　 FAX 018-823-3883

身体障害者手帳の診断や補装具の交換・修理

農地の活用状況を確認します

市塾「恋愛指南塾」 働き方改革への疑問を解決

身体障害者巡回相談（肢体）

農地パトロール（利用状況調査）

第 2 回コミュニケーション講座 秋田働き方改革推進支援センター出張相談会

行政 information

国
立公園八幡平地域の雄大な自然の恵みを体

感できる観光キャンペーンを開催します。

ぜひ、ご来場ください。

▶日時　8 月 11 日日 （山の日）9 時～ 15 時

▶場所　八幡平ビジターセンター

▶内容

①体験イベント

ツリークライミング・クラフト体験・ミニガイド

ツアーなど

②鹿角の特産品販売

味噌付けたんぽの実演販売や北限の桃ジュースの

販売など

③観光 PR コーナー

鹿角の旬な観光情報や森林セラピー情報を提供

④来場者プレゼント

当日使用可能な無料入浴券やノベルティグッズ

問 産業活力課 観光交流班 ☎ 30-0248

　 ㈱かづの観光物産公社 ☎ 22-0555

8 月 11 日は山の日

まるごと八幡平“ 体感”観光キャンペーン

消
費税引き上げの影響を緩和するため、10

月から販売するプレミアム付商品券を使用

することができる取扱加盟店を募集します。

▶募集開始　8 月 1 日木

▶申込方法　かづの商工会のホームページに掲載

されている内容をご確認いただき、取扱加盟店申

込書を記入の上、メール、FAX またはかづの商

工会に直接提出してください。

かづの商工会ホームページ

QR コードを読み取ることでホー

ムページを閲覧できます。

※医療機関や介護施設も対象となります。詳しく

は、かづの商工会（☎ 22-0050）までお問い

合わせください。

問 産業活力課

　 商工・新エネ班

　 ☎ 30-0250

起
業・創業者向けの貸事務所「インキュベー

トルーム」の入居者を募集します。入居を

希望される方は、産業活力課に必要書類を提出し

てください。

▶提出書類

①まちなかオフィス使用許可申請書

②事業計画概要説明書

③都道府県税および市区町村税の滞納がない証明書

※①と②は市ホームページからダウンロードできます。

▶提出期限　8 月 30 日金

問 産業活力課 商工・新エネ班 ☎ 30-0250

お
子さまのいる家庭を対象に、市内の皆さま

から提供いただいた、使わなくなった制服

や学用品を無料で提供します。

▶日時　8 月 24 日土 10 時～ 12 時

▶場所　福祉保健センター 1 階集団指導室

▶対象者　市内在住の小・中・高校生（新年度か

らの進学予定を含む）およびその保護者

▶提供品　市内中学校と高等学校の制服、学校指

定のジャージ、学校指定の通学カバン、柔道着（体

育の授業で使用するもの）、校章、組章、ピアニカ、

リコーダー、習字セット、絵の具セット、彫刻刀

セット

※お子さまの年齢を確認できるもの（健康保険証

や学生証）をお持ちください。

※提供数には限りがありますので、ご了承くださ

い。

　

問 子育て・長寿課 こども家庭応援班 ☎ 30-0235

　 NPO 法人子どもコンシェルジュ

　 ☎ 080-8223-3036

▶対象　小学校、中学校に在籍する第 3 子以降の

児童生徒を養育している保護者（以下の要件すべ

てに該当していること）

①平成 31 年１月１日現在、本市に住民登録していること

②第３子以降の子が、１学期の始期に小学校または中学

校に在籍しており、今後も在籍する見込みがあること

③第３子以降の子が、就学援助事業、特別支援教育就学

奨励事業の認定を受けていないこと

④世帯内において市税および学校集金に滞納がないこと

※第３子とは、同一の戸籍謄本または出生届の受

理証明書に登載されている出生年月日順が３番目

の子のことです。ただし、離婚などにより養育し

ていない子は数に含みません。

問 総務学事課 学事指導班 ☎30-0291

加盟店を募集します

起業・創業をお考えの方へ

中学校・高校の制服や学用品などをお譲りします

申請受付を開始します

プレミアム付商品券取扱加盟店を募集

まちなかオフィス入居者募集

鹿角市子育て応援リユース事業

かづのの宝育成支援補助金（小中学校）

　かづのの宝育成支援補助金

補助金の額

・小学校に在籍する第３子以降の子１人につき、
年額 12,000 円（月額 1,000 円）
・中学校に在籍する第３子以降の子１人につき、
年額 24,000 円（月額 2,000 円）

手続き方法
必要書類（戸籍謄本など）を 9 月 30 日🈷までに

在籍する学校または市教育委員会に提出

募集物件
①インキュベートルーム B（15.08㎡）
②インキュベートルーム C（14.63㎡）

月額使用料
10,000 円（電気料・通信料・駐車場代含む）

※市外在住者が転入して使用する場合は無料

入居要件
※②・③は、
どちらか一方
に該当する者

①農林漁業、保険・金融業、風俗法の許可また

は届け出が必要な業種以外の業種

②創業を計画しており、施設の使用を開始する

日以後 1 年以内に事業を開始する者

③創業後 1 年以内の個人もしくは法人

入居期間 入居許可日から 3 年以内

25％もお得な
プレミアム商品券

・おもしろい内容で良

かったので、また参加し

たいです。

・自分のことを知ること

ができる良い機会でし

た。
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子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
の
検
診

けんこう information

　　

令
和
元
年
度
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。
笑

顔
で
長
寿
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。

❖
時
間　

10
時
～
11
時
40
分

※
会
場
内
で
の
飲
食
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❖
場
所　

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ 

文

化
ホ
ー
ル

❖
対
象　

昭
和
19
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
、
本
市
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

❖
駐
車
場
の
使
用
禁
止
期
間　

８
月
27
日
火

～
８
月
29
日
木 

８
時
～
14
時

式
典
終
了
後
、
祝
賀
公
演
を
行
い
ま
す
。

❖
公
演
内
容　

園
児
お
遊
戯
（
市
内
保
育

園
）、
鹿
角
民
謡
（
鹿
角
民
謡
保
存
会
）、
な

ま
は
げ
太
鼓
（
恩お
ん
が荷

）

敬
老
祝
い
金

　

高
齢
者
に
敬
老
の
意
を
表
し
、
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
敬
老
祝
い
金
を

支
給
し
ま
す
。 

❖
対
象　

９
月
15
日
現
在
で
満
88
歳
の
方

（
昭
和
５
年
９
月
16
日
か
ら
昭
和
６
年
９
月

15
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
本
市
に
１

年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

❖
支
給
方
法　

敬
老
会
ま
た
は
自
治
会
（
婦

人
会
）
を
通
し
て
支
給
し
ま
す
。

健
康
長
寿
表
彰

　

高
齢
者
の
自
立
し
た
生
活
を
讃
え
る
と
と

も
に
、
介
護
保
険
料
の
納
付
お
よ
び
介
護
予

防
に
つ
い
て
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
健
康
長
寿
表
彰
を
行
い
ま
す
。

❖
対
象　

次
の
す
べ
て
の
条
件
に
該
当
す
る
方

❖
贈
呈
方
法　

表
彰
状
お
よ
び
記
念
品
を
、

敬
老
会
ま
た
は
自
治
会
（
婦
人
会
）
を
通
し

て
贈
呈
し
ま
す
。

問 

子
育
て
・
長
寿
課 
高
齢
者
支
援
班　

　

 

☎
30
‐
０
２
３
４　

　　

❖
内
容　

減
塩
で
た
く
さ
ん
野
菜
が
摂
れ
る

レ
シ
ピ
の
試
食
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
配
付

問 

健
康
ラ
イ
フ
課 

健
康
づ
く
り
班

    

☎
30
‐
０
１
１
９

　

こ
こ
ろ
の
健
康
回
復
を
支
援
す
る
専
門
員

（
臨
床
心
理
士
）
が
、
こ
こ
ろ
の
悩
み
を
や

わ
ら
げ
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

苦
し
い
気
持
ち
や
落
ち
込
ん
だ
気
分
が
続
い

て
い
る
な
ど
で
悩
ま
れ
て
い
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
家
族
な
ど
周
囲
の
方
も
相
談
で
き
ま
す
。

　

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
の
日

時
・
場
所
に
つ
い
て
は
、
相
談
者
の
ご
都
合

に
合
わ
せ
て
調
整
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ま
ず
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

❖
時
間　

10
時
～
16
時 

※
土
曜･

日
曜･

祝
日
を
除
く

※
相
談
時
間
は
1
時
間
程
度
で
す

問 

健
康
ラ
イ
フ
課 

健
康
づ
く
り
班

    

☎
30
‐
０
１
１
９

　

　

介
護
者
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換
を
通
じ

て
介
護
者
ご
自
身
の
健
康
づ
く
り
・
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
ま
す
。
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
方
や
介
護
経
験
の
あ
る
方
、
介
護

に
つ
い
て
学
び
た
い
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

❖
日
時　

９
月
19
日
木 

10
時
～
12
時

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー
（
コ
モ
ッ
セ

内
） 

研
修
室

❖
内
容　

介
護
者
の
健
康
管
理
「
骨
密
度
を

測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

・
か
か
と
の
骨
密
度
を
測
定
し
ま
す
。

・
心
と
体
の
癒
し
、
セ
ラ
ピ
ー
効
果
の
あ
る

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。

問 

健
康
ラ
イ
フ
課 

介
護
予
防
班　

　

 

☎
30
‐
０
１
０
３

　

８
月
31
日
土
は
「
野
菜
の
日
」
で
す
。
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
は
、
１
日
に
野
菜

を
３
５
０
ｇ
以
上
食
べ
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
人
は
、
あ
と
＋
70
ｇ
で
目

標
を
達
成
で
き
ま
す
。
野
菜
の
美
味
し
い
食

べ
方
を
知
り
、
し
っ
か
り
食
べ
て
健
康
寿
命

を
の
ば
し
ま
し
ょ
う
。

❖
日
時　

8
月
20
日
火 
15
時
～
16
時

❖
場
所　

い
と
く
鹿
角
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー

減
塩
＆
野
菜
を
食
べ
よ
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

希
望
さ
れ
る
「
検
診
の
種
類
、
医
療
機
関
、

日
に
ち
」
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
い

た
だ
い
た
方
へ
検
診
日
前
に
「
案
内
通
知
」

と
「
受
診
票
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

❖
予
約
締
切　

8
月
30
日
金

❖
予
約
方
法　

①
健
康
ラ
イ
フ
課
健
康
づ
く
り
班
に
電
話
で

予
約

②
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
く
ら
し
・
手
続
き
→

保
健
・
健
康
）
に
ア
ク
セ
ス
し
予
約

問 

健
康
ラ
イ
フ
課 

健
康
づ
く
り
班

☎ 

30
‐
０
１
１
９

　　

国
保
の
加
入
者
に
限
ら
ず
、
参
加
費
無
料

で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
希
望

の
方
は
、
前
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

日
時
／
場
所
／
持
ち
物
な
ど

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室

（
さ
ん
さ
ん
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
）

5
日
月
10
時
～
／
記
念
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料

コ
コ
か
ら
体
操
教
室
（
華
美
会
）

9
日
金
10
時
～
／
大
湯
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー 

湯
都
里
／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料

ゆ
っ
た
り
ヨ
ガ
教
室

（
く
び
れ
て
み
ヨ
ー
ガ
）

9
日
金
10
時
15
分
～
／
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー

（
コ
モ
ッ
セ
内
）
／
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
判

バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
飲
料

リ
ズ
ム
運
動
教
室

（
ヘ
ル
ス
デ
ザ
イ
ン
）

21
日
水
10
時
～
／
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー
（
コ
モ

ッ
セ
内
）
／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料

ち
ょ
筋
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

（
ホ
リ
デ
ー
サ
ー
ク
ル
）

25
日
日
10
時
～
／
福
祉
プ
ラ
ザ
／
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
ま
た
は
大
判
バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の

飲
料

浅
利
ゆ
み
先
生
の
健
康
体
操
教
室

（
ス
マ
イ
ル
教
室
）

27
日
火
13
時
30
分
～
／
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

／
水
分
補
給
の
飲
料

※
無
料
託
児
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
1
週
間

前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班

　

 

☎
30
‐
０
２
２
２

令
和
元
年
度 

敬
老
会

家
族
介
護
者
交
流
会

こ
こ
ろ
の
個
別
相
談

日
に
ち

対
象
地
区

８
月
27
日
火

花
輪
地
区
（
柴
平
地
区
を
除
く
）

８
月
28
日
水

花
輪
地
区
（
柴
平
地
区
）
、

八
幡
平
地
区
、
尾
去
沢
地
区

８
月
29
日
木

十
和
田
地
区

▪
日
時　

８
月
21
日
水  

10
時
～
11
時

▪
場
所　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

問 

子
育
て
・
長
寿
課 

高
齢
者
支
援
班 

　

 

☎
30
‐
０
２
３
４

介
護
保
険
制
度
説
明
会

8
月
の
健
康
教
室

急に入院しなければならなくなっ

たが、知的障がいのある子どもが

一人になってしまうので心配。ど

うすればいいの？

日中活動できる場所を紹介してほしい。

サービス等利用計画ってなに？

障がいのある家族が、退院して自宅

に戻ってくるけれど、どんな支援が

受けられるの？

就職したいと思うけど、どんなふう

にすすめていいかわからない。就職

しても長続きしない。

子どもに障がいがあると言わ

れたけど、どう接したらよい

かわからない。

　鹿角市障がい者総合サポートセンターでは、障がいに関するさまざまな相談を受け付けています。

相談者（ご本人・ご家族・関係者など）のお話をお聞きして、どのような援助が必要なのかを一緒

に考えます。どこに相談してよいかわからないときは、まずは当センターにご相談ください。

障がいとは

○身体障がい　○知的障がい
○精神障がい　○発達障がい
○高次脳機能障がい　○難病
ほか、心身の障がいや社会的な障壁によ
り生活に援助が必要な方
※手帳の有無は問いません

来所による相談のほか、電話やご自宅を訪問しての相談にも対応しています。

お気軽にご相談ください。

たとえば・・・

鹿角市障がい者総合サポートセンターをご利用ください

問 鹿角市障がい者総合サポートセンター

住所：鹿角市花輪字上中島 93 番地　☎ 30 ‐ 1088

営業日時：月曜～金曜（年末年始を除く） 8 時 15 分～ 17 時 15 分

①
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
で
満
90
歳
以
上

②
本
市
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る

③
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定
も
し
く

は
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

対
象
者
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

④
当
該
年
度
以
前
の
介
護
保
険
料
を
滞
納
し

て
い
な
い

昨年の敬老会の様子

鹿角市自殺防止
キャラクター「いのっぴ」
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子育て・学び information

よ
る
と
し
ょ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ　

～
祭
り
の
夜
に
Ｒ
ｕ

ｎ
！
Ｒ
ｕ
ｎ
！
Ｒ
ｕ
ｎ
！

❖
日
時　

8
月
7
日
水 

19
時
～
20
時

❖
場
所　

花
輪
図
書
館

❖
内
容　

「
花
輪
ね
ぷ
た
」「
十
八
駅
伝
」
の
開

催
日
に
あ
わ
せ
、
開
館
時
間
を
1
時
間
延
長
し

ま
す
。
無
料
の
飲
み
物
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

問 

花
輪
図
書
館 

☎
23
‐
４
４
７
１

❖
場
所　

十
和
田
図
書
館
（
全
イ
ベ
ン
ト
）

❖
参
加
費　

無
料
（
全
イ
ベ
ン
ト
）

夏
休
み
工
作
教
室

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ
を
作
ろ
う
」

❖
日
時　

8
月
4
日
日 
10
時
30
分
～
11
時
30
分

❖
内
容　

図
書
館
の
蔵
書
入
替
で
不
要
に
な
っ

た
、
美
術
全
集
な
ど
の
空
箱
を
再
利
用
し
て
、

お
し
ゃ
れ
な
バ
ッ
グ
を
作
り
ま
す
。

図
書
館
お
ば
け
屋
敷

　

夕
暮
れ
時
か
ら
夜
に
か
け
て
の
逢お

う
ま
が
と
き

魔
時
に
、
雰

囲
気
た
っ
ぷ
り
の
図
書
館
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

❖
日
時　

8
月
12
日
月 

17
時
～
19
時

郷
土
を
語
る
会 

講
座
「
毛
馬
内
郷
土
史
２
」

❖
日
時　

8
月
16
日
金 

14
時
～
16
時

❖
講
師　

阿
部 

正
記
氏
（
郷
土
を
語
る
会
）

❖
内
容　

毛
馬
内
郷
土
史
２

子育て・学び information

親
子
体
験
学
習　

Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ラ
ボ

「
縄
文
ひ
も
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
ろ
う
！
」

❖
日
時　

８
月
24
日
土 

10
時
～
15
時

❖
場
所　

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館 

縄
文
工
房

❖
内
容　

縄
文
土
器
に
模
様
を
つ
け
る
時
に
必

要
な
特
別
な
ひ
も
に
飾
り
を
つ
け
て
ス
ト
ラ
ッ

プ
を
作
り
ま
す
。
自
分
だ
け
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

❖
参
加
費　

無
料
（
一
人
１
個
限
り
）　
　

　
　問 

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館

　

☎
37
‐
３
８
２
２

「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ハ
ー
べ
ス
テ
ィ
ン
グ
基
礎
講
座
」

❖
日
時　

８
月
24
日
土 

10
時
～
17
時
（
前
編
）、

８
月
25
日
日 

10
時
～
17
時
（
後
編
）

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー
研
修
室

❖
講
師　

牧
原 

ゆ
り
え
氏
（
一
般
社
団
法
人

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ダ
イ
ア
ロ
グ
代
表
理
事
）

❖
対
象　

鹿
角
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
カ
レ
ッ
ジ
塾
生
の

ほ
か
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
（
中
学
生
以

上
）

❖
募
集
人
数　

50
人
（
た
だ
し
塾
生
優
先
）

❖
内
容　

会
議
な
ど
の
内
容
を
絵
や
イ
ラ
ス
ト

を
用
い
て
記
録
す
る
方
法
を
学
び
、
上
手
な
振

り
返
り
や
共
有
の
仕
方
を
考
え
ま
す
。

問 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
班 

☎
30
‐
0
２
９
2

よ
る
と
し
ょ

　

開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す
。
お
仕
事
帰
り
に

図
書
館
に
寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

❖
日
時　

8
月
21
日
水 

17
時
30
分
～
19
時
30
分

本
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

ま
だ
ま
だ
読
め
る
も
の
の
、
古
く
な
っ
た
本

な
ど
を
無
償
で
お
譲
り
し
ま
す
。

❖
日
に
ち　

8
月
21
日
水
～
23
日
金 

※
21
日
の
み
、
よ
る
と
し
ょ
に
合
わ
せ
て
19
時

30
分
ま
で
開
催
し
ま
す
。
22
日
・
23
日
は
通
常

通
り
17
時
30
分
で
閉
館
で
す
。

古
典
読
書
講
座
「
源
氏
物
語
」

❖
日
時　

８
月
24
日
土 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

❖
講
師　

小
田
嶋 

哲
夫
氏
（
元
高
校
教
員
）

問 

十
和
田
図
書
館 

☎
35
‐
３
２
３
９

❖
開
館
時
間
の
変
更　

８
月
21
日
水
～
23
日
金

は
毛
馬
内
盆
踊
り
の
開
催
に
合
わ
せ
て
開
館
時

間
を
18
時
30
分
ま
で
延
長
し
ま
す
。

湖
南
を
知
る
会

❖
日
時　

8
月
3
日
土 

13
時
30
分

❖
講
師　

猪
股 

俊
彦
氏

❖
内
容　

明
治
21
年
４
月
に
湖
南
か
ら
父

十じ
ゅ
う
わ
ん
湾
へ
に
宛
て
た
書
簡
を
解
説
し
ま
す
。

❖
参
加
費　

無
料

問 

先
人
顕
彰
館 

☎
35
‐
５
２
５
０

文
化
の
杜
交
流
館
開
館
４
周
年
記
念
公
演　

名
取
裕
子
み
ち
の
く
巡
礼
話
芸
劇
場
「
津
軽
世

去
れ
節
」

　

直
木
賞
作
家
長
部
日
出
雄
の
受
賞
作
「
津
軽

世
去
れ
節
」
を
美
し
い
風
景
写
真
と
津
軽
三
味

線
を
バ
ッ
ク
に
女
優 

名
取
裕
子
さ
ん
が
情
緒

豊
か
に
語
り
ま
す
。

❖
日
時　

８
月
24
日
土 

14
時
～
15
時
30
分

❖
場
所　

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

❖
入
場
料　

一
般 

２
５
０
０
円
（
当
日
3
千

円
）、
高
校
生
以
下 

1
千
円
※
全
席
指
定
、
未

就
学
児
入
場
不
可

❖
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

コ
モ
ッ
セ
窓
口
、
各
市
民

セ
ン
タ
ー
、
大
湯
支
所
、
セ
パ
ー
ム
（
小
坂
町
）、

ほ
く
し
か
鹿
鳴
ホ
ー
ル
（
大
館
市
）

❖
名
取
裕
子
さ
ん
ご
本
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
鹿
角
の
み
な
さ
ん
、
名
取
裕
子
で
す
。
8
月

24
日
土
曜
日
、
コ
モ
ッ
セ
文
化
ホ
ー
ル
に
長
部

日
出
雄 

作
、
津
軽
世
去
れ
節
朗
読
舞
台
で
お

じ
ゃ
ま
し
ま
す
。
8
月
24
日
土
曜
日
、
コ
モ
ッ

セ
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。」

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
い
た
だ
き
ま
す
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
再
生
さ
れ
ま
す
。

問 

文
化
の
杜
交
流
館 

☎
30
‐
１
５
０
４

先
人
顕
彰
館

花
輪
図
書
館

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館

子
育
て
く
す
く
す
学
校

「
ど
う
育
て
る
？ 

子
ど
も
の
感
性
」

　

１
歳
か
ら
ス
マ
ホ
が
使
え
る
時
代
。
ゲ
ー
ム

脳
に
な
ら
な
い
か
心
配
。
で
も
ど
う
育
て
た
ら

い
い
の
？
そ
ん
な
悩
み
に
松
延
先
生
が
ズ
バ
ッ

と
お
答
え
し
ま
す
。

❖
日
時　

８
月
31
日
土 

10
時
～
12
時

❖
場
所　

交
流
セ
ン
タ
ー

❖
講
師　

松
延 

康
氏
（
理
科
教
育
研
究
フ
ォ

ー
ラ
ム
夢
・
サ
イ
エ
ン
ス
代
表 

農
学
博
士
）

❖
参
加
費　

１
０
０
円

❖
対
象　

市
内
の
子
育
て
中
の
方

※
託
児
無
料
（
要
予
約
）

産
ん
で
楽
し
い
「
う
み
た
の
」

　

新
し
い
命
を
授
か
っ
て
、
嬉
し
い
も
の
の
目

に
見
え
な
い
不
安
が
い
っ
ぱ
い
。
そ
ん
な
あ
な

た
の
不
安
や
疑
問
を
、
専
門
家
と
先
輩
マ
マ
た

ち
と
一
緒
に
お
茶
を
楽
し
み
な
が
ら
語
ら
う
会

「
う
み
た
の
」。
育
児
の
悩
み
、
寝
か
し
つ
け
や

抱
っ
こ
の
仕
方
な
ど
産
後
に
役
立
つ
育
児
の
コ

ツ
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

❖
日
時　

９
月
１
日
日 

10
時
～
12
時
30
分

❖
場
所　

小
坂
町
ゆ
ー
と
り
あ

❖
講
師　

菅
原 

光
子
氏
（
助
産
院
イ
ス
キ
ア
）

❖
対
象　

鹿
角
市
・
小
坂
町
の
妊
婦
さ
ん
と
そ

の
ご
家
族
（
無
料
託
児
有
・
要
予
約
）

※
産
後
間
も
な
い
マ
マ
も
参
加
で
き
ま
す

❖
持
ち
物　

母
子
手
帳

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
の
日
＆
あ
の
ね
の
日

❖
日
に
ち　

8
月
1
日
木
（
保
健
師
・
心
理
士
）

奏
＆
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｕ

❖
日
に
ち　

8
月
9
日
金

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
の
日

❖
日
に
ち　

8
月
22
日
木

み
ら
い
Ｄ
Ｅ
あ
そ
ぼ
「
は
じ
め
て
さ
ん
の
会
」

❖
日
に
ち　

8
月
29
日
木

問 

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー 

☎
30
‐
０
８
５
５

第
６
回
全
国
Ｋ
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
大
会
in
鹿
角

　

今
年
も
や
っ
て
き
ま
し
た
カ
プ
ラ
大
会
。
巨

大
な
塔
や
お
城
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
っ
た
り
、
た

く
さ
ん
並
べ
て
街
を
作
っ
た
り
、
毎
年
素
敵
な

作
品
が
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
ど
ん

な
作
品
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
全
国
で
入

賞
す
る
と
素
敵
な
景
品
が
も
ら
え
ま
す
。
ぜ
ひ

挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

❖
日
時　

８
月
18
日
日 

10
時
～
18
時
（
受
付

は
17
時
ま
で
）

❖
場
所　

花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

講
堂

（
コ
モ
ッ
セ
内
）

❖
参
加
費　

無
料

※
３
歳
児
未
満
託

児
有
（
要
予
約
）

親
子
DE
の
び
の
び
子
ど
も
塾

「
親
子
で
わ
く
わ
く
！
ど
き
ど
き
！
理
科
実
験
」

　

親
子
で
楽
し
く
理
科
実
験
を
す
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
理
科
離
れ
と
言
わ
れ
て
い
る
現
代
。
松

延
先
生
の
理
科
実
験
で
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
を

味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

❖
日
時　

９
月
１
日
日 

10
時
～
12
時

❖
場
所　

十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー

❖
講
師　

松
延 

康
氏
（
理
科
教
育
研
究
フ
ォ

ー
ラ
ム
夢
・
サ
イ
エ
ン
ス
代
表 

農
学
博
士
）

❖
定
員　

30
組

❖
参
加
費　

子
ど
も
一
人
に
つ
き
３
０
０
円

❖
対
象　

市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

❖
申
し
込
み　

8
月
9
日
金
～
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

問 

児
童
セ
ン
タ
ー 

☎
23
‐
７
１
８
０

病
児
保
育
を
行
い
ま
す

　

病
気
や
け
が
で
通
園
・
通
学
で
き
な
い
お
子

さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。
市
内
の
ど
な
た
で

も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

❖
利
用
料　

1
千
円
（
1
日
）

問 

病
児
保
育
室 

な
お
～
れ

　

 

☎
23
‐
２
２
２
０

※（花）（八）（尾）（十）（大）は、花輪・八幡平・尾去沢・十和田・大湯を指します。

問 子育て・長寿課 こども家庭応援班 ☎ 30-0265

とき 内容 対象 受付開始

２日金 3歳児健診 平成 28 年 4 月生（八、尾、花） 12時 45分

21日水 ３～４か月児健診 平成 31 年 4 月生（全地区） 12時 45分

22日木 1歳 6か月児健診 平成 29 年 12 月生（全地区）、平成 30 年 1 月（八） 12時 45分

27日火 乳児相談（4～5か月児） 平成 31 年 3 月生（全地区） 9時 45分

乳幼児の健診カレンダー

誕生日の思い出に写真を掲載してみませんか。（未就学児のお子さんに限ります）
詳しくは政策企画課 政策推進班（☎ 30-0205）までご連絡ください。

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

病
児
保
育
室 

な
お
～
れ

児
童
セ
ン
タ
ー

鹿
角
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
カ
レ
ッ
ジ 

専
門
講
座

今月のお誕生日

平
成
29
年
８

月
８
日
生
／
十
和
田

父 

周
平
さ
ん
・
母 

美
羅
さ
ん

パパと体を動かして遊ぶのが大

好きななっちゃん！動物にも興味

津 ！々どん兵衛兄ちゃんとうさ丸

兄ちゃんと仲良しです♥

湯
ゆ ざ わ

澤 花
か な で

奏ちゃん➋歳

十
和
田
図
書
館

昨年度の佳作「KAPLA 神殿」



み
ん
な
の
情
報
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

原
稿
の
締
切
日
は
発
行
月
の
前
月
８
日
で
す
。

◎ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で
も
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

政
策
企
画
課　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

30
ー
１
１
２
２

情
報
の
広
場

2019年 8月号15 KAZUNO CITY 2019年 8月号 14KAZUNO CITY※９月２日月は国民健康保険税第2期、市県民税第2期の納期限です。

　
「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
い
た
計
画
の
全
体

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
地
利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

　

対
象
農
家
に
調
査
票
を
配
付
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限
：
8
月
31
日
土

計
画
決
定
ま
で
の
一
定
期
間
は
、
農

用
地
利
用
計
画
の
変
更
申
請
受
付
を

休
止
し
ま
す

　

来
年
度
に
農
業
振
興
地
域
の
除
外

や
編
入
、
用
途
区
分
の
変
更
を
ご
検

討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
受
付
期
限
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
：
令
和
２
年
５
月
31
日

受
付
休
止
期
間
：
令
和
２
年
６
月
１

日
～
計
画
決
定
ま
で
（
令
和
３
年
３

月
予
定
）

問
農
林
課 

構
造
改
革
推
進
班　

☎
３
０
‐
０
２
７
４

　　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
列
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
時
：
８
月
９
日
金 

10
時

場
所
：
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ 

文
化
ホ
ー
ル

※
後
方
座
席
が
自
由
席
と
な
り
ま
す
。

問
福
祉
総
務
課 

地
域
福
祉
班

☎
30
‐
０
２
３
８

日
時
：
８
月
４
日
日 

11
時
～
16
時

場
所
：
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

内
容
：
会
員
登
録
の
受
付
、
お
相
手

検
索
、
結
婚
に
関
す
る
相
談

申
込
：
完
全
予
約
制
の
た
め
、
利
用

を
希
望
す
る
本
人
が
、
開
設
日
の

2
日
前
ま
で
に
（
☎
０
８
０
０
‐

８
０
０
‐
０
４
１
３
）
ま
で
電
話
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
政
策
企
画
課 

政
策
推
進
班

☎
30
‐
０
２
０
５

　

県
内
で
捕
獲
さ
れ
た
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
の
頭
数
が
例
年
よ
り
多
く
、
ま
た

ブ
ナ
の
結
実
予
測
が
大
凶
作
と
な
っ

て
お
り
、
住
宅
地
や
農
地
周
辺
へ
の

出
没
に
よ
る
人
身
被
害
な
ど
の
発
生

が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
出
没
に
関
す
る
注
意
報
を
発

令
し
ま
す
。

期
間
：
8
月
31
日
土
ま
で

注
意
報
発
令
区
域
：
県
内
全
域

対
策
：
目
撃
情
報
の
共
有
、
出
没
箇

所
の
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
な
ど

問
秋
田
県
生
活
環
境
部 

自
然
保
護
課

☎
０
１
８
‐
８
６
０
‐
１
６
１
３

　

8
月
1
日
木
～
10
日
土
は
「
夏
の

全
国
交
通
安
全
運
動
」
期
間
で
す
。

ま
た
、
８
月
は
「
飲
酒
運
転
追
放
県
民

運
動
」の
強
調
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
再
確
認
し
、
事
故
の

未
然
防
止
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
共
動
課 
環
境
生
活
班

☎
30
‐
０
２
２
４

収
集
日
：
９
月
１
日
日

集
積
場
所
：
各
自
治
会
が
指
定
す
る

場
所
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す

問
市
民
共
動
課 

環
境
生
活
班

☎
30
‐
０
２
２
４

　　

見
返
峠
駐
車
場
に
お
い
て
、
再
整

備
工
事
を
行
い
ま
す
。
何
か
と
ご
不

便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
：
7
月
上
旬
～
10
月
下
旬（
予
定
）

場
所
：
見
返
峠
駐
車
場
の
一
部

※
各
施
設
は
通
常
ど
お
り
営
業
し
て

い
ま
す
。
駐
車
台
数
は
減
り
ま
す
が
、

駐
車
可
能
で
す
。

※
駐
車
場
出
入
口
が
通
常
と
変
わ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
に
つ

い
て
は
、
現
地
案
内
や
八
幡
平
パ
ー

ク
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
自
然
公
園

財
団
八
幡
平
支
部
）
のfa

ce
b
o
o
k

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
日
曜
日
・
祝
祭
日
は
原
則
と
し
て

作
業
を
行
い
ま
せ
ん
。

問
環
境
省 

東
北
地
方
環
境
事
務
所

☎
０
２
２
‐
７
２
２
‐
８
２
０
２

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
常
用
労
働
者

1
～
4
人
の
事
業
所
を
対
象
に
毎
月

勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に

は
、
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
調
査

員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
秋
田
県
企
画
振
興
部 

調
査
統
計
課

☎
０
１
８
‐
８
６
０
‐
１
２
５
６

農
業
振
興
地
整
備
計
画
の

全
体
見
直
し

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　
夏
の
交
通
安
全
運
動

使
用
済
み
乾
電
池
の
収
集

見
返
峠
駐
車
場
再
整
備
工
事

（
第
１
期
）

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

不
燃
物
投
棄
場
の
お
盆
休
み

　

河
川
の
監
視
体
制
や
情
報
提
供
を

強
化
す
る
た
め
、
県
内
81
河
川
１
７
７

箇
所
に
「
危
機
管
理
型
水
位
計
」
を

新
た
に
設
置
し
、
平
成
31
年
４
月
１

日
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
角
地
域
振
興
局
管
内
で
は
、
新

た
に
15
河
川
21
箇
所
に
水
位
計
を
設

置
し
情
報
提
供
し
ま
す
。
今
後
の
梅

雨
、
豪
雨
な
ど
に
よ
る
河
川
の
増
水

時
の
避
難
判
断
の
目
安
と
し
て
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
河
川
の
水
位
情
報
を
ご
覧

い
た
だ
く
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
「
秋
田
県
河
川
情
報
」
と
検
索
し

「
秋
田
県
河
川
砂
防
情
報
シ
ス
テ
ム
」

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

問
鹿
角
地
域
振
興
局 

建
設
部　

☎
23
‐
２
３
１
６ 

演
題
：
消
費
税
10
％
対
応
で
消
費
生

活
を
ど
う
変
え
る

日
時
：
9
月
４
日
水 

13
時
30
分
～

15
時
30
分

場
所
：
北
秋
田
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
（
コ
ム
コ
ム
）
大
研
修
室

講
師
：　

齋
藤 

廣
勝
氏
（
秋
田
県

金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

定
員
：
40
人

申
込
締
切
：
８
月
27
日
火

問
秋
田
県
生
活
セ
ン
タ
ー
北
部
消
費

生
活
相
談
室 

☎
45
‐
１
０
４
１

危
機
管
理
型
水
位
計
の
運
用
開
始

消
費
生
活
セ
イ
フ
テ
ィ
地

域
講
座
受
講
者
募
集

■出張年金相談（鷹巣年金事務所）

相談日：8 月7日水、14 日水、21日水、

28日水／相談場所：市役所１・２会議室／

開設時間：9時30分～12時、13時～15

時30分 ＊相談日の１カ月前から前日までに

鷹巣年金事務所への予約が必要です。基礎年

金番号のわかる年金手帳や年金証書をご準

備の上、電話で予約してください。

問鷹巣年金事務所 お客様相談室

☎0186-62-1308

■無料総合相談（人権擁護委員・行政相談委員）

相談日：8月6日火／相談場所：市役所会議室 

／受付時間：13時30分～16時

問市民共動課 共動推進班 ☎30-0202

■無料相続・登記相談（司法書士）

相談日：8月20日火／相談場所：交流セ

ンター ／受付時間：13時30分～15時

30分 ＊前日までに予約が必要です。

問消費生活センター ☎30-0258

■無料弁護士相談（秋田弁護士会）

①相談日：8月8日木／相談場所：交流セ

ンター／受付時間：13 時 30 分～ 16 時

／担当：緑川 正樹 弁護士

②相談日：８月 22 日木／相談場所：交流

センター／受付時間：13 時 30 分～ 16

時／担当：川田 繁幸 弁護士＊どちらも前

日までに予約が必要です。

問消費生活センター ☎30-0258

今月の相談日程
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
注
意

報
発
令
中

戦
没
者
顕
彰
式
・
平
和
祈

念
の
つ
ど
い
の
開
催

か
づ
のI

イ

ン

ス

タ

グ

ラ

ム

n
s
ta
g
ra
m

投
稿

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

休
業
日
：
８
月
15
日
木
、
16
日
金

※
毎
週
木
・
金
・
土
曜
日
が
通
常
の

開
場
日
で
す
。

問
市
民
共
動
課 

環
境
生
活
班

☎
30
‐
０
２
２
４

　
「
♯
鹿
角
い
い
ね
」
と
「
※

♯
か

づ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー
」
を
つ
け

て
投
稿
し
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
豪

華
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
鹿

角
の
素
敵
な
写
真
を
世
界
中
に
発
信

し
ま
せ
ん
か
。

※
あ
ん
と
ら
あ
が
企
画
・
販
売
し

て
い
る
着
地
型
旅
行
商
品
で
、
8

月
の
ツ
ア
ー
を
販
売
中
で
す
。（
道

の
駅
か
づ
の 

あ
ん
と
ら
あ
☎
22
‐

０
５
２
０
）　

期
限
：
8
月
31
日
土
ま
で

参
加
方
法
：

①In
sta

g
ra

m

で
鹿
角
市
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
（@

k
a
zu

n
o
city

_

o
fficia

l

）
を
フ
ォ
ロ
ー

②
本
市
の
魅
力
的
な
写
真
を
撮
影

③
「
♯
鹿
角
い
い
ね
」
と
「
♯
か
づ

の
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー
」
を
つ
け
て

In
sta

g
ra

m

で
写
真
を
投
稿

※
抽
選
結
果
は
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
産
業
活
力
課 

観
光
交
流
班

☎
30
‐
０
２
４
８

試験区分 採用人数 受験資格 第一次試験の内容

上級 若干名

平成元年 4 月 2 日から平成 10 年 4 月 1 日
までに生まれた方で、学校教育法による 4
年制大学を卒業または令和 2 年３月 31 日ま
でに卒業見込みの方

大学卒業程度の教養試
験、職場適応性検査

初級 若干名
平成 6 年 4 月 2 日から平成 14 年 4 月 1 日
までに生まれた方（ただし、上級の受験資格
のある方を除く）

高校卒業程度の教養試
験、職場適応性検査

試験区分 採用人数 受験資格 第一次試験の内容

上級土木 若干名
平成元年 4 月 2 日から平成 10 年 4 月 1 日

までに生まれた方（学歴不問）

大学卒業程度の土木専門

試験、職場適応性検査

❖試験会場　鹿角市役所

一般事務職 採用試験

専門職 採用試験

❖試験会場　消防庁舎

消防職 採用試験

共通事項

❖試験日時　９月 22 日日 ９時 30 分～

❖合格発表（第１次試験）　10 月９日水（予定）

❖受付期限　８月 26 日🈷 8 時 30 分～ 17 時 15 分（土日祝日を除く）

❖申込書　・鹿角市（総務課または各支所に申込書を請求してください）

　　　　　・鹿角広域行政組合（事務局に申込書を請求してください）

※郵便で請求する場合は、封筒の表に「職員採用試験」と朱書きし、あて先の住所・氏名・

郵便番号を記入して、120 円切手を貼った返信用封筒（A4 対応）を同封して各請求

場所にお送りください。市ホームページからもダウンロードできます。

令和元年度 鹿角市職員採用試験

令和元年度 鹿角広域行政組合職員採用試験

試験区分 採用人数 受験資格 第一次試験の内容

初級 若干名
平成 6 年 4 月 2 日から平成 14 年 4 月 1 日

までに生まれた方

高校卒業程度の教養試

験、適性検査、体力検査

問総務課 職員班 ☎ 30-0607

問鹿角広域行政組合事務局 ☎ 22-2611

し
尿
汲
み
取
り
の
申
し
込
み

あ
き
た
回
帰
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
移
住
を
お
考
え
の
方
へ

　

県
で
は
市
町
村
と
連
携
し
、
県
外

に
住
む
学
生
や
社
会
人
の
方
々
の
秋

田
で
の
就
職
や
定
住
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
「
あ
き
た
回
帰
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
年
間
を
通
じ
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
そ
ろ
そ
ろ
秋
田
に
帰
ろ
う
か
な
」

「
秋
田
に
住
ん
で
み
た
い
」
と
い
う

方
が
お
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
相
談
窓

口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
政
策
企
画
課 

鹿
角
ラ
イ
フ
促
進
班

☎
30
‐
１
３
１
０

受
付
時
間
：
8
時
～
17
時 

月
～
金

曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

休
業
日
：
8
月
13
日
火
～
15
日
木

※
家
庭
ご
み
の
収
集
は
お
盆
期
間
中

も
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

問
鹿
角
衛
生
協
業
組
合 

☎
23
‐
７
５
０
１

Ａ
タ
ー
ン
就
職
登
録
・
相
談
窓
口
「
秋

田
県
ふ
る
さ
と
定
住
機
構
」

☎
０
１
８
‐
８
２
６
‐
１
７
３
１

移
住
相
談
窓
口
「
秋
田
移
住
定
住
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
」

☎
０
１
８
‐
８
９
３
‐
３
９
８
１

移
住
・
就
職
相
談
窓
口
「
あ
き
た
で

暮
ら
そ
う
！
Ａ
タ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」

☎
０
８
０
‐
９
２
９
２
‐
５
１
９
５

学
生
就
活
サ
ポ
ー
ト
・
A
タ
ー
ン
就
職

相
談
窓
口
「
Ａ
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ
秋
田
」

☎
０
１
２
０
‐
１
２
２
‐
２
５
５

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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か
し
い
も
の
を
揃
え
ま
し
た
。
猛
暑
が

続
く
中
、
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。
中
に
は
毎
日
来
て
く

れ
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
日
本
の
遊
び

は
予
想
以
上
に
盛
り
上
が
り
、
生
徒
同

士
も
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
私
も
、
生
徒
と
一
緒
に
楽
し
い
時

間
が
過
ご
せ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

日
本
語
教
室
は
、
場
所
を
お
借
り
し

て
い
る
高
校
が
夏
休
み
に
入
っ
た
た
め
、

教
室
も
夏
休
み
期
間
中
は
お
休
み
で
す
。

そ
の
間
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン

を
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
り

し
て
、
夏
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
活
動
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　

シ
ョ
プ
ロ
ン
で
は
気
温
が
30
度
前
後

の
、
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
た
だ
、

日
本
の
蒸
し
暑
さ
と
は
違
い
、
乾
燥
し

て
い
る
の
で
、
日
本
の
夏
よ
り
も
過
ご

し
や
す
く
感
じ
ま
す
。
日
本
で
は
、
紫

外
線
対
策
と
し
て
、
日
傘
を
さ
し
て
肌

を
守
る
人
を
多
く
見
か
け
ま
し
た
が
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
「
日
傘
率
」
ほ
ぼ

0
％
で
す
。
代
わ
り
に
「
サ
ン
グ
ラ
ス

率
」
が
と
っ
て
も
高
く
感
じ
ま
す
。
日

照
り
の
中
で
も
、
日
焼
け
を
あ
ま
り
気

に
し
な
い
の
か
、
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
に

シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
な
ど
、
肌
を
出
す
人

も
多
い
で
す
。
文
化
の
違
い
だ
と
思
い

ま
す
が
、
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

　

6
月
11
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
、
み

ん
な
で
楽
し
む
自
由
参
加
の
イ
ベ
ン
ト

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ
ィ
ー
ク
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ
ィ
ー
ク
」
で
は
、

カ
ル
タ
や
ト
ラ
ン
プ
、
す
ご
ろ
く
、
折

り
紙
、
歌
の
練
習
、
紙
風
船
、
映
画
鑑

賞
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
ま
し

た
。
ト
ラ
ン
プ
は
一
休
さ
ん
や
七
五
三

が
描
か
れ
て
い
る
も
の
を
使
っ
た
り
、

歌
の
練
習
で
は
、
夕
焼
け
小
焼
け
を

歌
っ
た
り
と
、
日
本
人
に
と
っ
て
も
懐

　

秋
田
市
出
身
。
大
学
時
代
に
留
学
経
験
が
あ
り
、
帰
国
後
も
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
や
、
多
く
の
異
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す

る
な
ど
、
豊
富
な
国
際
交
流
経
験
を
活
か
し
渡
航
。

日
本
語
語
学
指
導
員
現
地
レ
ポ
ー
ト

第
10
代
日
本
語
語
学
指
導
員
　
堀
川 

さ
ゆ
み
さ
ん

Szia! from Sopron （ショプロンからこんにちは！）

ブログ公開中　http://termeszetszereto.blogspot.com/　ぜひご覧ください。
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世
界

遺
産

世界遺産登録に向けて 問ストーンサークル館　☎ 37-3822

世
界
遺
産
と
無
形
文
化
遺
産

　

世
界
遺
産
は
有
形
の
不
動
産
が
対
象

で
、
自
然
遺
産
や
文
化
遺
産
、
複
合
遺

産
の
3
種
類
が
あ
り
ま
す
。
２
０
１
9

年
7
月
時
点
で
自
然
遺
産
２
１
３
件
、

文
化
遺
産
８
６
９
件
、
複
合
遺
産
39
件

の
合
計
１
１
２
１
件
が
登
録
さ
れ
て
お

り
、
日
本
で
は
自
然
遺
産
4
件
、
文
化

遺
産
19
件
の
合
計
23
件
が
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

無
形
文
化
遺
産
は
、
芸
能
や
祭
礼
、

伝
統
工
芸
技
術
な
ど
が
対
象
で
、
世
界

遺
産
と
は
異
な
る
も
の
で
す
。
本
市
で

は
２
０
０
９
年
に
「
大
日
堂
舞
楽
」
、

２
０
１
６
年
に
「
花
輪
祭
の
屋
台
行

事
」
を
含
む
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」

が
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

世
界
遺
産
と
無
形
文
化
遺
産
は
ど
ち

ら
も
ユ
ネ
ス
コ
の
条
約
に
基
づ
い
た
制

度
で
す
が
、
無
形
文
化
遺
産
は
世
界
遺

産
の
有
形
不
動
産
の
保
護
方
法
と
は
異

な
る
た
め
、
２
０
０
３
年
に
「
無
形
文

化
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」
が
新

た
に
締
結
さ
れ
、
無
形
文
化
遺
産
の
保

護
が
確
立
し
ま
し
た
。

　

大
湯
環
状
列
石
は
、
世
界
遺
産
の
文

化
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指
し
て
お
り
、

登
録
さ
れ
る
と
本
市
初
の
世
界
遺
産
と

な
り
ま
す
。

大
湯
環
状
列
石

～
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
～

　

警
察
や
市
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
、

実
在
す
る
企
業
、
家
族
な
ど
を
か
た
り
、

家
族
構
成
や
資
産
状
況
を
確
認
す
る
ア

ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
電
話
、
通
称
「
ア
ポ

電
」
と
み
ら
れ
る
不
審
電
話
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
振
り
込
め
詐
欺
や
還
付
金

詐
欺
と
い
っ
た
財
産
的
被
害
の
き
っ
か

け
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
強
盗
や
窃
盗

と
い
っ
た
人
的
被
害
に
も
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ア
ポ
電
は
、
会
話
を
し
て
い
る
う
ち

に
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
住
所
や
生
年
月
日
、
家
族
構

成
な
ど
の
個
人
情
報
や
資
産
状
況
を
聞

き
出
す
な
ど
、
お
金
に
関
す
る
話
に

な
っ
た
場
合
は
す
ぐ
に
電
話
を
切
り
ま

し
ょ
う
。
家
族
を
名
乗
る
電
話
で
あ
っ

て
も
、
一
度
電
話
を
切
っ
て
自
ら
か
け

直
す
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
が
避
け
ら
れ
ま

す
。

　

固
定
電
話
や
携
帯
電
話
の
着
信
番
号

通
知
機
能
の
ほ
か
、
留
守
番
電
話
機
能

を
活
用
し
、
誰
か
ら
の
着
信
で
あ
る
か

把
握
し
た
う
え
で
電
話
に
出
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た

場
合
は
す
ぐ
に
電
話
を
切
り
、
警
察
や

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

通
話
録
音
装
置
の
貸
出
を
無
料
で
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
装
置
は
、
電
話
の
発

信
者
に
録
音
を
知
ら
せ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス

を
流
し
、
通
話
を
自
動
で
録
音
す
る
装

置
で
す
。
貸
出
の
対
象
は
、
高
齢
者
の

み
の
世
帯
（
日
中
に
高
齢
者
の
み
と
な

る
世
帯
も
含
む
）、
過
去
に
特
殊
詐
欺
な

ど
の
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
で

す
。
詳
細
や
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

  

（
市
民
共
動
課
内
）

    

☎
30
‐
０
２
５
８

ECO＆ LIFE

ECO

快
適
な
く
ら
し
の
情
報

そ
の
電
話
、
「
ア
ポ
電
」
か
も
？ 

知
ら
な
い
番
号
か
ら
の
電
話
に
要
注
意

不
審
電
話
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

使
用
訓
練
を
真
似
た
種
目
を
自
治
会
運

動
会
に
追
加
し
て
自
主
防
災
意
識
の
向

上
を
図
り
、
ま
た
、
自
治
会
盆
踊
り
の

開
催
場
所
や
日
程
を
変
更
す
る
な
ど
、

参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
工
夫
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
工
夫
や
改
善
し
な

が
ら
自
治
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
で
、
今
で
は
沢
山
の
住
民
が
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
新
し
い
取
り

組
み
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
理
解
し

協
力
し
て
く
れ
た
年
配
の
方
々
の
存
在

が
大
変
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
自
治
会
員
の
減
少
に
よ
り

自
治
会
活
動
の
低
迷
が
心
配
さ
れ
ま
す

が
、
住
民
同
士
の
団
結
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
近
隣
自
治
会
と
も
連
携
、
協
力

し
て
、
今
あ
る
課
題
を
新
た
な
財
産
に

変
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

三
ケ
田
自
治
会
は
八
幡
平
地
区
の
南

側
に
位
置
し
、
夜
明
島
川
と
田
ん
ぼ
に

囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
農
作
業
の

時
期
に
合
わ
せ
た
地
域
行
事
や
自
治
会

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
自
治
会
で
は
、
自
治
会
全
体
で
の

活
動
の
ほ
か
に
、
子
ど
も
会
や
婦
人
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
各
組
織
で
も
役
割

を
分
担
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

近
年
は
自
治
会
員
の
減
少
に
伴
い
、
地

域
行
事
や
自
治
会
活
動
へ
の
参
加
者
も

減
少
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、

工
夫
し
改
善
に
取
り
組
む
自
治
会

おらほの自治会 三ケ田自治会（八幡平）

阿部 寿幸さん

三ケ田自治会 会長

自主防災訓練の様子

Toshiyuki Abe

◉市役所

三ケ田自治会

44 世帯
約130 人

問 市民共動課 共動推進班

　 ☎ 30-0202

花輪祭の屋台行事 大日堂舞楽（鳥舞）



8 月の行事予定（在宅当番医）

カ
レ
ン
ダ
ー
下
部
「
在
宅
当
番
医
」
の
診
察
時
間
：
月
曜
か
ら
金
曜
は
17

時
～
20

時
、
土
曜
は
14

時
～
17

時
、
日
曜
祝
日
は
８
時
30

分
～
17

時

※
か
づ
の
厚
生
病
院
の
入
り
口
は
「
救
急
入
口
」
に
な
り
ま
す
。

人口と世帯（令和元年 6 月末現在） 男性：14,465 人 合計：30,649 人

12,962（世帯）女性：16,184 人

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1 2 3

三ヶ田医院
☎ 31-1231

いけがみクリニック
☎ 30-0111

小坂町診療所
☎ 29-5500

4 5 6 7 8 9 10

大里医院
☎ 22-1251

なかのクリニック
☎ 22-7335

大湯リハビリ病院
☎ 37 － 3511

本田医院
☎ 35-3002

福永医院
☎ 35-3117

いけがみクリニック
☎ 30-0111

笹村整形外科
☎ 30-0035

11 12 13 14 15 16 17

かづの厚生病院
☎ 23-2111

本田医院
☎ 35-3002

鹿角中央病院
☎ 23-4131

なかのクリニック
☎ 22-7335

大里医院
☎ 22-1251

福永医院
☎ 35-3117

本田医院
☎ 35-3002

18 19 20 21 22 23 24

長橋医院
☎ 23-7612

大湯リハビリ病院
☎ 37 － 3511

小坂町診療所
☎ 29-5500

三ヶ田医院
☎ 31-1231

笹村整形外科
☎ 30-0035

鹿角中央病院
☎ 23-4131

長橋医院
☎ 23-7612

25 26 27 28 29 30 31

かづの厚生病院
☎ 23-2111

福永医院
☎ 35-3117

大湯リハビリ病院
☎ 37 － 3511

大里医院
☎ 22-1251

いけがみクリニック
☎ 30-0111

長橋医院
☎ 23-7612

鹿角中央病院
☎ 23-4131

お盆に楽しむ本探し。今月の新刊。

　AI、3D プ リ ン タ、

VR から、宇宙や農業、

食に関するものまで、最

新技術をイラスト付きで

分かりやすく紹介。未来

の生活が見えてきます。

（花輪）

　夏の夜にぴったりな、

999 ひきのかえるの兄

弟のおはなし。きょうだ

いたちは星を見つけるこ

とができるのでしょうか。

読み聞かせにもぜひどう

ぞ。（花輪）

　フランス生まれの絵本

「リサとガスパール」。本

の中で使われたイラスト

とそこに添えられた一言

で学ぶ、すぐに使えるフ

ランス語。（十和田）

　ちょっと難しいものか

ら、ペットボトルなど身

近な物でもできる万華鏡

の作りかたを解説。夏休

みの工作にお困りの人も

ぜひご利用下さい。（十

和田）

テクノロジー見るだけノート　～これからのビ
ジネスマンに絶対必要な教養～
山形 浩生　監修／安田 洋祐　監修（宝島社）

999ひきのきょうだいのほしをさがしに
木村 研　文／村上 康成　絵（ひさかたチャイ
ルド）

「リサとガスパール」と一緒にひとことフラン
ス語
荒川 久美子　著 ( 白水社 )

手作り万華鏡入門
山見 浩司　著 ( 誠文堂新光社 )

黄色い「かづの号」が走る
≪今月の移動図書館巡回日≫

○花輪コース

８月 1日木・15日木・22日木

○尾去沢コース

８月２日金・16日金・30金

○毛馬内コース
8 月 6 日火・20 日火
○大湯①コース
8 月 8 日木・22 日木
○大湯②コース
8 月 9 日金・23 日金
○八幡平コース

8月 12日月・27日火

問 花輪図書館（コモッセ内）☎23－4471

十和田図書館 ☎35－3239

※尾去沢コースを次のとおり変更し

ています。

変更前　新堀・上山

　　　　13 時～ 13 時 50 分

変更後　尾去沢小学校前

　　　　13 時～ 13 時 50 分

※詳しくは十和田図書館にお問い合

わせください。

2019年 8月号19 KAZUNO CITY 2019年 8月号 18KAZUNO CITY

参加することが介護予防につながります。まずは月1回から

参加してみませんか。

今月のシルリハ体操教室

日にち 時間 場所

1日木、29 日木

13 時 30 分～

福祉保健センター

5 日🈷、22 日木 尾去沢市民センター

8 日木、29 日木 八幡平市民センター

27 日火 十和田市民センター

「
上
下
で
腕
の
押
し

合
い
」

モ
デ
ル
：
成
田 

チ
ギ
さ
ん

（
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

３
級
指
導
士
）

手
順

●
片
方
の
手
を
へ
そ
の
20
～

30
セ
ン
チ
前
で
、
手
の
ひ

ら
を
顔
の
方
へ
向
け
ま
す
。

●
反
対
の
手
で
手
首
を
上
か

ら
握
り
ま
す
。

●
下
の
手
は
肘
を
曲
げ
る
方

向
に
、
上
の
手
は
肘
を
伸

ば
す
方
向
に
、
同
時
に
力

を
入
れ
ま
す
。

●
息
を
吐
き
な
が
ら
、
5
～

6
秒
思
い
っ
き
り
力
を
入

れ
ま
す
。

●
手
を
逆
に
し
て
同
様
に
行

い
ま
す
。

シル
バーリハビリ体操

みんな
で広めよう

　道具を使わず、いつでも、どこでも、ひと

りでもできる介護予防体操・シルバーリハビ

リ体操を紹介します。

問健康ライフ課

　介護予防班

☎ 30-0103

・ 息を止めないように、必ず

息を吐きながら行いましょ

う。

・ 両方の肘が曲がったり、伸

びたりしないようにしま

しょう。

ここがポイント

問健康ライフ課 健康づくり班 ☎ 30-0119

健康寿命県内一「10年後、脳卒中で亡くなる方を 8割減らします」

鹿角市健康宣言

　男女とも順位と年数の上

昇がみられます。特に男性

の改善が目立っています。

　平均寿命と健康寿命の差

を少なくすることが元気で

長生きする秘訣です。

　みんなで健康寿命県内一

を目指して、健康づくりに

取り組みましょう。

健康寿命
（日常生活が制限されることなく自立して生活できる期間のこと）

男性 　女性

6 位

25 市町村 25 市町村

17 位

平均寿命
（0歳時における平均余命のこと）

男性 　女性

8 位
79.99 歳

前回
最下位（H22）

前回
最下位（H22）

78.59 歳

85.9 歳

82.66 歳

25 市町村 25 市町村

18 位
ワースト１位から上昇

上腕二頭筋
　肘を曲げる筋肉で、「力

こぶ」にあたります

上腕三頭筋
　肘を伸ばして物を押す

ために必要な筋肉です

ストレッチポール教室 ココから体操教室

ゆったりヨガ教室

ちょ筋ストレッチ教室 浅利ゆみ先生の健康

体操教室

リズム体操教室

■無料総合相談錦木塚まつり・奉納

十和田八幡平駅伝競走

全国大会

■無料相続・登記相談

水沢盆踊り太鼓

大湯大太鼓まつり

■無料弁護士相談

シルリハ体操教室

尾去沢市民センター

シルリハ体操教室

尾去沢市民センター

シルリハ体操教室

十和田市民センター

シルリハ体操教室

八幡平市民センター

シルリハ体操教室

八幡平市民センター

シルリハ体操教室

福祉保健センター

シルリハ体操教室

福祉保健センター

■無料弁護士相談

テレフォン病院 24 をご利用ください。

医師・看護師などが、健康や介護に関す

る相談をお聞きします。

☎ 0120-959-783

花輪ばやし
19 日・20 日

花輪ねぷた
7 日・8 日

毛馬内の盆踊
21 日～ 23 日

谷内先祓舞・大里先祓舞
15 日・16 日

全国ローラースキー
選手権大会
10 日・11 日

　本市は、県内でも脳卒中の死亡率が高く、平成22年の平均寿命は県内では男女ともワースト１位でした。
そして、平成28年の平均寿命・健康寿命が発表されましたので、お知らせします。

鹿角市敬老会

花輪 27 日／柴平・八幡平・尾

去沢 28 日／十和田 29 日
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こ
の
冊
子
は
環
境
に
配
慮
し
、

再
生
紙
お
よ
び
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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